
頭数 DG 平均価格 頭数 DG 平均価格 頭数 平均価格

赤　佐 6 1.018 941,233 3 0.872 801,900 9 894,789 

丹波篠山 2 1.012 857,450 5 0.844 819,500 7 830,343 

丹　波 28 1.007 931,661 15 0.894 778,433 43 878,209 

朝　来 13 0.990 966,646 4 0.902 853,050 17 939,918 

播　磨 25 0.925 828,212 12 0.841 737,642 37 798,838 

美方郡 38 0.962 895,863 34 0.879 856,156 72 877,113 

豊　岡 20 0.981 908,105 10 0.807 653,400 30 823,203 

養　父 15 0.965 905,813 9 0.869 884,033 24 897,646 

摂津・神戸 24 0.938 919,646 19 0.841 678,526 43 813,105 

県北C 10 0.998 896,060 -    -      - 10 896,060 

市場全体 181 0.969 903,562 111 0.862 783,200 292 857,808 

普及センター調べ（税込価格）

豊岡農業改良普及センター

地域
去勢 雌 総計

　　　　（雄を除くため、JA公表数値とは異なります）

　７月１０日に行われましたセリ市全体の平均価格は､去勢が９０万４千円、　雌が７
８万３千円でした。



バックナンバー

 はこちらから

6 忠味土井

北部農業技術センター提供（育種価評価は令和6年2月現在）
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827,514

種雄牛 枝肉重量 ﾛｰｽ芯面積 バラの厚さ 皮下脂肪厚 歩　留

価格は税込み　（10頭以上の出荷があった種雄牛のみ記載）

8 藤彦土井 13 0.949 870,777 8 0.830 757,213

7 丸春土井 17 0.982 928,012 14 0.842 723,879 31

6 忠味土井 14 0.929 871,121 12 0.837 813,542 26

丸彩土井 7 0.967 828,929 4 0.871 879,175 11

844,684照和土井 14 0.969 850,221 5 0.901

頭数

去勢 雌 総計

平均価格 平均価格 平均価格頭数 平均DG 頭数 平均DG

810,446 39 920,89726 0.984

814,611 51 902,388

0.878 777,407 31 862,40016 0.961 942,081 15

33 1.005 950,267 18

783,200 292 857,808

847,200

829,180 19

A++

A++

A++

→ A+ A++

C

844,546

835,823

21

順
位 種雄牛
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総計 181 0.969 903,562 111 0.862
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子牛を大きく育てるためには、発育ステージに応じた栄養管理が重要ですが、それと同時に、子牛が病気になりにくい環境

や、エサをしっかりと食べられる環境など、飼養環境を整えてあげることも非常に重要です。特別なことを行うのではなく、

皆さんが日々行われている飼養管理が子牛を大きく育てるための第一歩です。そこで、子牛の飼養管理の中で注意すべきポイ

ントについて、今回は牛床環境を中心に今一度チェックしてみましょう。 

 

＜今月のチェックポイント ～牛床環境編～ ＞ 
 

□ 牛床の状態 

・牛床は乾燥し、清潔に保たれていることが重要です。 

・牛床は牛が座って休む場所であり、牛床が汚れ、ゆっくり休むことができなければ、牛にとってはストレスであり、病気の原因にな

ります。特に、牛床がふん尿などで汚れ、湿った状態だと子牛がお腹を冷やして下痢の発生につながります。 

・また、汚れて湿った環境は病原体が増加しやすいです。特に梅雨に入り、じめじめとした気候が続いているため、季節的にも病原体

が増加しやすい時期です。いつもより念入りに乾燥し、清潔な環境を整えましょう。 

 

 

 

 

□ 牛舎内のにおい 

・牛舎に入ったときに鼻がツンとする臭い（アンモニア臭）はしませんか？ 特に、牛が座った高さで臭いがしないか確認しましょう。 

・牛床がふん尿などで汚れているとアンモニアが蓄積されやすいです。 

アンモニアは気管粘膜を傷つけ、肺炎など呼吸器疾患の原因になるので注意が必要です。 

・そのため、牛床を清潔に保つ、換気を十分に行い、牛舎内にアンモニアが蓄積されないようにしましょう。 

□ 牛体の清潔さ 

・牛体がふん尿などで汚れていませんか？ 牛体の汚れは、牛床が汚れているサインかもしれません。 

・ヨロイは代謝を阻害するもとです。 

・また、牛が母牛からお乳をもらっている場合は、乳頭が汚れていないか注意して見てください。 

子牛は無菌状態で生まれるため、乳頭が汚れていると、お乳と一緒に汚れを口にし、病原体が体に侵入してしまいます。 

その結果、下痢など病気のリスクが高まるため、より一層、牛床を清潔に保つよう心がけましょう。 

□ 除ふんの実施 

・皆さんはどれくらいの頻度で除ふんを行っていますか？ 

・「1 日に 1 回」、「2 日に 1 回」、「なかなかできていない…」など、様々な声を聞きますが、除ふんをしっかり行っている農場では病気

の発生は少ないです。 

・牛床を清潔に保つことが、病気を防ぎ、子牛を健康に大きく育てることにつながるため、こまめに除ふんを行いましょう。 

□ 敷料の利用 

・敷料を敷くことで、ふん尿などの汚れから牛体を守る、ふかふかで暖かい寝床になるなど快適性の確保につながります。 

・ただし、汚れた敷料を敷いたままにすると病気の原因になるため、汚れた部分を中心に敷料を交換しましょう。 

・また、敷料が細かく舞うようなものは、呼吸器疾患につながることがあるので、人も牛も注意して利用しましょう。 

＜牛床の掃除の順番に注意！＞ 

①除ふん → ②水洗い → ③乾燥 → ④消毒 →（⑤乾燥 ※④で消毒液を使用した場合）→ ⑥敷料 

※湿った牛床は病原体が増加しやすいため、しっかりと乾燥させてから消毒や敷料を敷くことが重要です。 


